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印
刷
所
 

冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社
 

赤

字

財

政

 

遂
に
克
服
さ
る
 

昭
和
一
一
十
九
年
度
赤
字
団
体
と
し
て
「
地
方
財
政
再
建
 

特
別
措
置
倉
和
三
十
年
決
律
第
一
九
五
号
）
」
の
適
用
 

を
受
け
、
昭
和
三
十
一
年
度
及
び
三
十
二
年
度
の
ニ
ケ
年
 

に
こ
れ
が
赤
字
解
消
す
お
こ
と
の
指
定
を
受
け
、
財
政
再
 

建
に
必
要
な
具
体
的
措
置
の
既
定
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
 

し、 

本
町
の
財
政
建
直
し
を
図
り
た
る
結
果
、
 
計
画
第
 

一
年
度
に
於
て
、
別
表
に
み
る
如
く
多
額
の
赤
字
を
解
消
 

し
（
遂
に
町
財
政
を
）
黒
字
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
 

営
々
と
官
行
造
林
の
苗
木
植
え
 

た
。
之
は
上
級
官
庁
の
御
世
話
に
よ
る
 

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
ひ
と
え
に
 

町
民
皆
様
の
絶
大
な
る
御
援
助
、
協
力
 

の
賜
も
の
と
、
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
 

今
後
共
建
全
財
政
の
確
立
を
堅
持
し
、
 

町
発
展
の
為
に
努
力
し
た
い
と
念
願
す
 

る
も
の
で
あ
る
。
 

別
 

表
 

＼年度 
区分＼ 

昭和 
29年度 

昭和 
30年度 

昭和 
31年度 

歳 入 
十円 

50,829 
干円 

70,408 
千円 

53, 834 

歳 出 58,204 73,767 53, 787 

差 引 △ 7,375 △ 2,959 47 

農
山
林
振
 

着
々
進
む
造
林
事
業
 

苦
し
み
を
乗
り
こ
え
て
 

い
ま
方
城
で
は
、
日
曜
も
 

農
閑
期
も
な
い
。
町
繁
栄
の
 

根
本
事
業
「
造
林
」
に
向
っ
 

て
、
人
大
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
 

と
闘
り
て
い
る
。
 

弁
城
区
五
O
町
歩
、
畑
区
 

五
O
町
歩
合
計
百
町
歩
の
、
 

官
行
造
林
の
植
つ
け
作
業
は
 

す
で
に
始
め
ら
れ
、
着
大
と
 

進
展
を
見
せ
て
い
る
。
曾
 

真
左
上
）
一
方
（
写
真
右
下
 

）
弁
城
区
野
地
地
内
で
は
、
 

一
年
生
の
ヒ
ノ
キ
苗
の
床
替
 

が
行
わ
れ
た
。
面
積
一
町
歩
 

(m 
?
 

基
本
計
画
成
る
 

網

網

円

 
方
城
町
発
展
、
百
年
の
計
を
目
指
し
 

難
翼
難
舞
舞
難
 

解
『
‘
「
．
‘
 
す
が
、
こ
れ
に
並
行
し
て
、
農
林
業
諸
 

鱗
気
静
醸
醸
）
灘
「
 

瞳

m

m

 
ー
 

一
地
域
に
な
り
特
別
助
成
地
域
と
し
て
 

静
鵬
合
、
影
郵
劃
察
麓
倉
山
 

む

く

 
林
振
皿
協
議
会
が
蔑
さ
れ
、
事
業
推
 

く
 

進
に
、
強
力
に
努
力
し
て
い
ま
す
、
 

三
十
ニ
年
八
月
か
ら
ー
ケ
月
間
か
か
 

っ
て
基
本
調
査
書
を
作
成
、
こ
の
基
本
 

調
査
の
、
分
析
、
検
討
を
行
い
、
各
部
落
 

か
ら
事
業
の
申
込
み
を
取
り
、
農
山
村
 

振
興
対
策
事
業
（
農
振
計
画
）
の
基
本
計
 

画
書
が
完
成
、
一
一
月
十
一
日
、
県
か
ら
の
 

係
官
立
会
の
も
と
に
、
協
議
会
を
開
き
 

最
後
的
に
確
認
の
上
、
同
月
十
「
百
、
 

県
に
提
出
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
 

明
る
い
、
住
み
よ
い
郷
土
の
建
設
は
 

町
内
で
売
れ
た
タ
バ
コ
の
百
分
の
九
 

は
タ
バ
コ
消
費
税
と
し
て
町
の
収
入
と
 

な
り
、
学
校
、
道
路
、
そ
の
他
の
事
業
 

の
大
き
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
 

町
民
皆
さ
ま
の
御
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

に
わ
た
る
ヒ
ノ
キ
苗
の
据
置
が
完
了
さ
 

れ
、
植
栽
を
持
つ
方
城
の
原
野
に
、
こ
 

れ
ら
の
優
良
苗
が
植
え
つ
け
ら
れ
る
日
 

の
、
希
望
は
明
か
る
い
。
 

   〇〇 動
 

運
 

火
 

防
 

の
 

春
 

春
の
火
災
予
防
運
動
が
 

来
る
二
月
一
干
八
日
か
ら
 

三
月
十
」
百
ま
で
二
週
間
 

全
国
的
に
実
施
さ
れ
、
一
 

般
の
火
災
予
防
思
想
の
向
 

上
、
消
防
力
の
整
備
充
実
 

を
図
り
、
火
災
の
絶
滅
を
 

期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 こ
れ
か
ら
の
三
、
四
、
 

五
月
は
例
年
気
象
的
な
悪
 

条
件
が
伴
う
の
で
大
火
が
 

発
生
し
易
い
期
節
と
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
事
実
、
大
火
 

を
発
生
期
別
に
み
る
と
、
 

そ
の
三
分
の
二
は
、
こ
の
 

期
節
に
発
生
し
て
い
る
状
 

態
で
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
 

る
損
害
は
年
間
火
災
損
害
 

を
大
き
く
左
右
さ
れ
る
ほ
 

ど
多
額
な
も
の
で
あ
り
、
 

こ
れ
が
防
火
は
国
家
的
に
 

も
、
消
防
施
設
上
に
も
非
 

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
 

と
者
え
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
こ
の
主
旨
 

を
理
解
さ
れ
火
災
防
止
に
 

御
協
力
願
い
ま
す
。
 

全
町
民
の
ひ
と
し
く
願
い
求
め
る
所
で
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
を
、
実
現
し
て
 

い
く
力
も
、
又
全
町
民
に
あ
り
ま
す
。
 

ど
う
か
、
い
っ
そ
う
の
御
理
解
と
、
御
 

協
力
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

胆
誉
三
三
三
一
三
昌
三
寿
三
雲
三
昌
」
匡
三
三
畔
 

川
ひ
ね
く
れ
た
子
供
叫
 

川
三
三
三
一
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
和
 

問
 

小
学
六
年
生
の
三
男
で
す
が
、
勉
強
 

に
つ
い
て
も
「
悪
く
て
も
い
い
よ
」
な
 

ど
と
云
っ
た
調
子
で
何
で
も
す
な
お
に
 

受
取
っ
た
事
が
な
い
。
必
ず
ひ
ね
く
れ
 

た
返
事
を
し
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
 

ん
な
こ
と
で
は
将
来
が
思
い
や
ら
れ
ま
 

す
。
ど
っ
し
た
ら
よ
い
で
し
き
っ
か
。
 

答
 

子
供
の
ひ
ね
く
れ
で
、
ま
ず
、
考
え
 

ら
れ
る
こ
と
は
劣
等
感
で
す
。
特
に
小
 

学
生
ぐ
ら
い
の
「
震
（
に
は
劣
等
感
が
強
 

く
現
れ
る
時
期
が
あ
り
ま
し
て
、
自
分
 

の
す
る
こ
と
が
人
と
違
っ
て
い
た
り
人
 

に
劣
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
そ
れ
が
ひ
 

ね
く
れ
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
場
合
「
兄
ち
 

ゃ
ん
は
勉
強
が
出
来
る
の
に
お
前
は
出
 

来
な
い
」
等
と
云
っ
て
勉
強
を
無
理
に
 

さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

朝
か
ら
晩
ま
で
口
や
か
ま
し
く
云
う
 

と
か
、
兄
弟
を
わ
け
へ
だ
て
す
る
よ
う
 

な
事
が
あ
る
と
一
 

《
の
自
尊
心
を
傷
つ
 

け
反
抗
心
を
起
さ
せ
、
そ
の
抑
え
つ
け
 

ら
れ
た
気
持
が
ひ
ね
く
れ
と
な
っ
て
現
 

れ
ま
す
。
 

子
供
は
心
の
底
で
特
に
温
く
扱
わ
れ
 

且
つ
人
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
 

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
成
績
 

の
悪
い
子
供
で
も
良
い
と
こ
ろ
を
少
し
 

で
も
見
つ
け
そ
れ
を
ほ
め
て
の
ば
し
て
 

や
る
様
に
す
る
こ
と
で
す
。
 

い
つ
も
子
供
達
は
ど
ん
な
事
を
考
え
 

て
い
る
か
、
ど
う
感
じ
て
い
る
か
と
い
 

う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
子
供
の
ひ
ね
＜
 

れ
の
原
因
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
す
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

（
田
川
警
察
署
か
ら
）
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続々完成ク道路改良工事 
廿 
植 
林 

警 
歪 
一
輪
車
が
登
 る
 

長
浦
道
路
改
良
工
事
 

は
、
昨
年
十
二
月
十
日
 

地
元
に
於
て
着
工
以
来
 

降
り
続
い
た
雨
雪
、
吹
 

き
つ
け
る
寒
風
と
戦
い
 

な
が
ら
、
部
落
総
田
で
 

協
力
、
去
る
一
月
三
十
 

一
日
無
事
竣
功
し
た
。
 

こ
の
工
事
延
長
三
五
一
一
 

米
、
巾
員
三
米
で
、
植
 

林
地
ま
で
三
輪
車
が
登
 

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 町
民
の
皆
様
へ
御
知
 

ら
せ
す
る
と
共
に
、
地
 

元
部
落
の
御
協
力
を
感
 

謝
致
し
ま
す
。
 

（
写
真
右
 
野
地
・
浄
万
寺
線
道
 

路
改
良
工
事
も
、
 

去
る
ニ
月
十
日
 

に
地
元
工
事
と
し
て
着
工
し
、
幸
い
好
 

天
気
に
恵
ま
れ
て
着
大
進
行
致
し
て
い
 

t
‘
、
・
、
！
、
ノ
、
‘
、
、
一
、
、
？
、
J
‘、t
．
、
・
，
、
ノ
、
》
，
、
一
、
‘
・
？
、
》
、
く
，
、
‘
、
、
 

倉

石

町

長

帰

国

 
2月3日、役場前に出迎えた 

町民有志に挨拶する倉石町長 

ま
す
。
工
事
延
長
三
〇
〇
米
、
巾
員
四
 

米
、
工
事
費
参
拾
四
万
円
 

（
写
真
右
）
 

火
葬
場
道
路
改
良
 

工
事
は
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
 

が
、
潰
地
関
係
者
松
村
正
治
氏
、
皆
川
 

藤
一
郎
氏
の
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
昨
 

年
十
二
月
六
日
着
工
、
一
月
十
五
日
竣
 

功
致
し
ま
し
た
。
 

工
事
延
長
八
〇
米
、
巾
員
三
米
で
、
 

現
在
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

（
写
真
下
）
は
竣
工
し
た
火
葬
 

場
へ
の
道
路
 

開
O
ノー 

。
 

舶。、、ノ。 
七
百
万
円
を
上
ま
わ
る
。
 
肥
料
は
使
 
肥
料
の
使
い
方
を
き
め
て
、
共
同
計
算
 

肥
料
の
使
い
方
を
か
え
て
節
減
で
き
 

い
方
が
悪
い
と
水
に
と
け
て
流
亡
し
た
 
に
よ
る
注
文
書
を
農
協
に
提
出
し
て
い
 
る
肥
料
は
、
稲
を
収
カ
ク
し
て
見
な
け
 

り
、
ガ
ス
と
な
っ
て
空
気
中
に
逃
げ
た
 
た
だ
い
た
。
注
文
書
に
よ
る
と
今
ま
で
 
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ろ
ノ
、
な
調
 

 

町
、
了
手
ー
》
 
性
に
し
た
り
 

了
ー
」
、
5
く

1

 5
、
マ
ー
、
，
ー
‘
、
，
ー
，
ー
ゲ
ー
 

く
z
h
事
？
、
 

増
産
が
期
待
さ
れ
・
 

m
／
」
‘
三
ぐ
 
微
量
要
素
欠
乏
を
起
し
た
 

素
に
、
化
成
肥
料
一
手
五
百
カ
マ
ス
が
 
る
。
麦
作
に
つ
い
て
も
役
場
・
農
協
 

m
。
／
ー
 

。
 
り
し
て
、
作
物
が
だ
ん
く
で
き
な
い
 
尿
素
や
ョ
ウ
リ
ン
・
カ
リ
に
、
石
灰
チ
 
共
済
等
の
協
力
に
よ
っ
て
、
 
施
肥
設
 

m
o
、
I
/
o
 
よ
う
に
土
の
性
質
を
悪
化
さ
せ
る
。
 

ッ
ソ
千
五
百
袋
が
尿
素
に
切
替
え
ら
れ
 
計
の
指
導
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

町
、
旦
一
 

一 

土
壌
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
 

る
。
新
し
い
尿
素
と
か
ョ
ウ
リ
ン
は
、
 

い
る
。
水
稲
の
施
肥
設
計
に
つ
い
て
の
 

皿
「
目
万
、
 
そ
D
土
に
最
も
適
し
た
肥
料
D
吏
い
方
 
土
D
姓
質
を
悪
く
し
な
い
ば
か
り
で
な
 
協
力
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
麦
 

帥
9
I
、

。

 
を
普
及
す
る
た
め
、
役
場
勧
業
係
・
農
 
く
、
価
格
も
他
の
肥
料
よ
り
安
い
。
注
 
作
に
つ
い
て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
 

町
 

協
・
農
業
共
済
の
協
力
に
よ
っ
て
、
去
 
文
書
に
よ
っ
て
切
替
え
ら
れ
る
肥
料
を
 
い。 

・ 

（
長
尾
普
及
員
）
 

新
肥
切
替

で
 

る
一
一
月
十
日
か
ら
部
落
別
に
水
稲
の
施
 
農
協
の
販
売
価
格
で
計
算
す
る
と
、
八
 

囲
o

、
、
ー
 
つ
 

84 

万
5

干
円
の
節
減
 

肥
設
計
の
指
導
会
を
開
催
し
た
。
 

拾
四
万
五
千
円
の
肥
料
代
の
節
減
と
な
 

一（モ） 
方
城
町
に
お
け
る
水
稲
の
肥
料
代
は
 

農
家
一
戸
一
戸
の
土
壌
の
種
類
別
に
 
る。 

り
す
る
量
が
多
く
な
る
。
 

叉、 

肥
料
 
使
わ
れ
て
い
た
硫
安
一
一
千
カ
マ
ス
が
尿
 
査
が
科
学
的
に
行
わ
れ
た
結
果
に
も
と
 

」H
喜
慧
一
肥
料
設
 

の
種
類
の
選
 

ユ
l
、
‘
ー
／
・
I
、く）J
ー

・

I
・
、
4
1

、
く
‘
ぐ
ィ
・
ー
・
・
、
l
I
z
u
I
ー
 

づ
く
施
肥
設
計
で
あ
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
女
 

か
医
者
に
か
か
る
時
の
お
願
い
☆
母
 

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
そ
の
他
 

職
域
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
が
、
 

病
気
や
怪
我
な
ど
で
医
者
に
か
、
る
時
 

は
、
必
ず
受
診
証
（
保
険
証
）
を
そ
の
 

医
者
に
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

そ
う
し
な
い
と
半
額
で
す
む
医
者
代
 

レ
全
額
変
叫
‘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
 

合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
証
（
保
険
証
）
 

を
持
参
さ
れ
な
い
と
医
者
と
し
て
は
町
 

や
国
や
県
等
に
対
し
て
、
診
療
費
の
請
 

求
を
す
る
手
続
が
州
来
な
く
て
困
り
ま
 

す。 

「
特
に
方
城
町
診
帰
所
に
か
、
る
 

方
は
必
す
受
診
証
（
保
険
証
）
を
持
参
 

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
、
 

・ 

計

で

米

の

増

産

 
る
か
ら
、
更
に
大
き
 

い
肥
料
節
減
と
米
の
 

人
と
し
て
の
権
利
が
 

侵
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
 

私
達
の
「
人
権
」
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

た
り
営
業
を
妨
害
さ
れ
た
り
 

も
し
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
n
 

O
 
前
借
金
で
無
理
に
体
を
し
ば
ら
れ
 

O
 
村
八
分
さ
れ
た
り
 

‘ 

た
り
 

O
 
暴
力
や
威
力
で
金
品
を
要
求
さ
れ
 
O
 
軽
卒
な
人
の
う
わ
さ
話
や
誤
っ
た
 

報
道
な
ど
で
 

名
誉
や
信
用
 

が
侵
さ
れ
た
 

り
 

。
 
尽
霧
員
等
の
 

職
権
濫
用
や
 

不
当
な
取
扱
 

で
人
権
が
侵
 

さ
れ
て
い
る
 

よ
う
な
こ
と
 

は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
 

そ
の
外
い
ろ
い
ろ
 

な
こ
と
で
皆
さ
ん
 

の
人
権
が
侵
さ
れ
 

た
と
き
は
後
難
を
 

恐
れ
す
、
す
ぐ
福
 

岡
法
務
局
田
川
支
局
（
田
川
市
西
区
裁
 

判
所
通
り
）
や
最
寄
り
の
人
燐
擁
診
委
 

員
（
当
町
は
後
谷
学
校
前
、
桑
野
等
）
 

に
相
談
い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
 

も
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
、
適
当
 

な
処
置
を
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
 

春
の
防
犯
心
得
 

春
は
女
性
に
対
す
る
痴
漢
な
ど
が
横
 

行
す
る
シ
1
ズ
ン
で
す
。
町
内
で
は
や
 

く
も
数
件
、
こ
う
し
た
事
件
が
発
生
し
 

て
い
ま
す
。
売
春
禁
止
法
の
施
行
で
、
 

更
に
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
防
 

犯
に
特
に
留
意
下
さ
い
。
 

”
女
の
夜
の
一
人
歩
き
 

の
や
む
を
得
ぬ
時
で
も
2
人
以
上
で
、
 

且
淋
し
い
場
所
は
通
ら
ぬ
 

④
一
人
留
守
番
に
見
知
ら
ぬ
男
が
来
た
 

時
は
、
家
の
中
で
な
く
外
さ
へ
出
る
 

O
落
着
い
て
相
手
の
人
相
や
服
装
な
ど
 

醸報狙われている 
昨年の11月中、県下で盗難にかかった870台の 

うち、86％が自転車の泥よけに住筋：・氏名を書 

いてないものであった。 住所・氏名の書いてあ 

るものは 

泥棒も手 

が出しに 

＜し、こと 

をはっき 

り示して 

いる。※ 

※施錠の方 

も調べてみ、 

ると 

施錠を忘れ‘ 

ていた52% 

錠の、ついて 

ないもの妬 

％ 差込み錠をこわされブと29％ くさり式馬蹄 

錠を壊された3％ 家の戸締り同様に、 無施錠 

無設備が67 パーセント を占めていることは、 

なんとしても考えなおしてもらいた: 、ものであ 

る。 ここでもうーつ注意がいるのは差込錠をこ 

わされていることで、被書の少ないのは、 くさ 

り式のものや馬蹄錠ということを示している。 

（田川署から） ~ 

一（メ） 

m
〇
、
、
・
ノ
o
 

と
、
土
を
酸
 


